
提案箇所一覧

国への提案事項

広島港

厳島港
尾道糸崎港

福山港

H

港名・地区名 内容

広島港
出島地区
宇品地区
五日市地区

・ＣＮＰの形成に向けた協力・支援
・大水深岸壁・泊地の整備【直轄】
・岸壁（水深10ｍ⇒12ｍ化・耐震強化）の整備【直轄】
・臨港道路 廿日市草津線（4車線化）の第Ⅱ期整備

福山港
箕島地区
本航路 等

鞆、原北地区

・ＣＮＰの形成に向けた協力・支援
・岸壁・航路・泊地（水深12ｍ）の整備【直轄】
・船舶の運航効率改善に係る規制緩和（余裕水深緩和等）
・企業及び地方の負担を軽減する新たな制度設計
・福山本航路（水深16ｍ⇒18ｍ化）の整備【直轄】
・浮桟橋の整備

尾道糸崎港
機織地区 ・泊地（水深7.5ｍ⇒10ｍ化）の整備【直轄】

厳島港
宮島口地区 ・新ターミナル周辺の港湾施設の整備

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

１ 広島港・福山港・尾道糸崎港について、出島地区コンテナ物流拠点をはじめとした、地
域産業のグローバル化への対応など企業活動を支える物流基盤の充実・強化を図るため、
着実な整備に必要な財政措置。

２ 福山港・厳島港について、観光・交流の拠点機能の強化を図るため、着実な整備に必
要な財政措置。

３ 令和５年３月に外国船によるクルーズが国内で再開されたことを受け、コロナ禍前の寄
港数水準への早急な回復のため、誘致活動に対する助成制度の継続と、ＣＩＱ手続きの一
層の迅速化。

４ カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成に向けた協力・支援。

【提案先省庁：内閣府、法務省、財務省、
厚生労働省、国土交通省】
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広島港のコンテナ取扱量の推移

課 題

１-１ 広島港コンテナ物流拠点の充実・強化のための整備に向けた取組

東南アジア諸国等の貨物需要の増加やコンテナ船の大型化に対応するためには、出島地区の大水深岸壁・泊地の早期整備が必要

広島港出島地区の東南アジア貨物の推移（実入り）

（千TEU）

広島港におけるコンテナ取扱量は年々 増加し、令和元年に過
去最高の取扱量を更新した。令和４年は速報値の段階であ
るが、過去最高を記録する見通しである。

令和４年（速報値）のコンテナ取
扱量は過去最高を記録する見
通し。また、コンテナヤードや企
業・倉庫用地が不足していること
から、利用者ニーズに対応する
ため物流関連用地等（約13ｈａ）
の造成を進めており、令和５年度
の分譲を予定している。

過去最高

広島港出島地区の船舶の大型船舶の割合

現状/広島県の取組

物流用地の造成と並行した外
貿コンテナ物流機能の強化が
必要

具体化に向けて

など

Ｒ２．３ 広島港利用高度化検討会のまとめ
【戦略】地域産業の発展を支える港湾機能の強化
目指す目標
・東南アジア等へのリードタイムの短縮や
輸送コスト低減に資するサービスの強化

など

Ｈ３０．９ 広島港長期構想策定
Ｈ３１．３ 広島港港湾計画改定
【背景】社会経済情勢、港湾物流の動向等の変
化を踏まえ、将来に渡って、背後企業の産業活動
を支え、地域経済の発展に貢献する港づくりを推
進するため、港湾計画を改訂した。

広島港出島地区に寄港している船舶は年々 大型化しており、現状の岸壁延長
では船舶の大型化への対応が困難な状況となっている。

広島港出島地区のコンテナ貨物の相手国における東南アジアの割
合は増加傾向となっており、輸送の効率化が求められている

出島地区

第３－１工区

約１３ｈａ

第３－２工区

約２５ｈａ

（速報値）

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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１-２ 地域の企業活動を支える広島港の物流基盤の充実・強化

高速３号線料金所

出島地区
国際ＣＴ ●

宇品地区
岸壁（水深10ｍ⇒水深12ｍ化・耐震化）の整備
～自動車運搬船の大型化への対応～

広島港

海田大橋

廿日市ＩＣ

五日市地区
臨港道路廿日市草津線（2車線⇒4車線化）の第Ⅱ期整備
～耐震強化岸壁と防災拠点を結ぶ救援物資の輸送道路～

課 題

第Ⅰ期区間
Ｈ29年2月供用開始

第Ⅱ期区間
Ｈ28年度事業着手

Ｌ＝１．３ ㎞ Ｌ＝１．６ ㎞

（五日市地区） （宇品地区）

● 耐震強化岸壁
産業機械輸出岸壁

広島はつかいち大橋の渋滞状況物流関連企業の進出
自動車運搬船の喫水調整状況

海田地区
国際ＣＴ
●

●
完成自動車
移入岸壁

大型ＬＮＧ船 ●
ターミナル

●
木材輸入岸壁

〇
食品製造業

物流関連企業

物流センター
集積エリア

〇 自動車産業

〇
自動車産業

〇
機械製造業

〇
機械製造業

〇
自動車産業

〇
航空機械
製造業

○ 五日市地区は物流関連企業の立地が増加しており、令和４年度に完成した企業用地へ立地するカルビー（株）については、令和６年12
月の稼働に向けて、令和５年４月に工事着手している。
○ 宇品地区は自動車運搬船が大型化しているなか、岸壁の水深が浅く満載して輸送することが困難なため、喫水調整を余儀なくされて
いる。

企業用地（令和4年度完成）
汎用機械器具製造工場（シンコー（株））
菓子食品製造工場（カルビー（株））

直轄国道事業
R4年度事業着手

機械製造業
○

立地企業増加等により懸念される交通渋滞への対応が必要 自動車運搬船の大型化への対応が必要（非効率な輸送形態の解消）

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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箕沖地区

福山港

福
山
港
本
航
路

岸壁（水深12ｍ）の整備

箕島地区

航路及び泊地
（水深12ｍ化）

バイオマス発電所
建設予定地

課 題

１-３ 地域の基幹産業のグローバル化に対応する福山港の機能強化
国際バルク戦略港湾福山港における効率的な輸送の早期実現

鋼材の輸出

造船機材の輸出

【備讃瀬戸北航路】

余裕水深緩和

潮位利用緩和

【福山港本航路】

余裕水深緩和

潮位利用緩和

ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所

福山港

本航路の整備（水深 16ｍ⇒水深18ｍ化）

水島港

○ 箕島地区を利用する福山港背後の鉄鋼業や造船業は、海外需要の増加に対応するため、遠方地への輸出も強化しており、鋼材や造船関連資材の
輸出も増加が見込まれているが、現時点においても、大型船対応の岸壁が不足しているため、喫水調整を行うなど非効率な輸送を強いられている。
また、当該地区においては、新たなバイオマス発電所の建設が令和７年５月の運転開始を目指し進められており、大型船による木質ペレットの搬入も計
画されている。
○ このような状況のなか、効率的な輸送や船舶の大型化に対応するため、平成30年度に新規事業化された箕島・箕沖地区ふ頭再編改良事業(岸
壁、航路・泊地)について、箕沖地区は令和３年度に完成しており、引き続き箕島地区の早期完成が求められている。

地域の基幹産業のグローバル化等への対応が必要
輸出貨物の増加 （箕島地区）

鋼材の輸出

貨物を減載して入港する船舶

（満載喫水9ｍ⇒入港喫水6.5ｍ）

0 200 400

福山

大分

鹿島

名古屋

水島

木更津

北九州

475 
429 

313 
244 
242 

231 
173 

鋼材+鉄鋼 輸出量（R3）

単位：万トン

非効率な輸送形態（箕島地区）

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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課 題

１-４ 地域の基幹産業の競争力強化に資する尾道糸崎港の航路・泊地整備

厳島港（宮島口地区）

２ 観光・交流の拠点となる福山港・厳島港の港湾機能の強化

宮島観光客の推移
（万人）

喫水7.5ｍで入港

○ 機織地区は30,000DWT級の木材運搬船が入港しているが、泊地(整備中)の水深が不足しているため、積荷を減載するなど非効率な
輸送を余儀なくされている。

木材運搬船の大型化への対応が必要（非効率な輸送形態の解消）

木材運搬船の
喫水調整状況

○ 福山港鞆、原地区は、山側トンネルを含むバイパス整備事業と併せて、交通・交流拠点整備を図るため、令和２年12月に港湾計画
の変更を行い、令和３年度より工事着手した。「みなとオアシス潮待ちの港 鞆の浦」の拠点と一体化した新たな港湾振興、観光振興を
図る必要がある。
○ 宮島口地区の新ターミナルと浮桟橋は、令和２年２月に供用開始し、令和５年３月には立体駐車場とアクセス道路の一部が供用開始
している。今後は、賑わい創出に資する緑地等の整備が求められている。

福山港（鞆、原地区）

浮桟橋

浮桟橋

コロナ禍

403
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221 188
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尾道糸崎港（機織地区）
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呉
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仙台塩釜

境

七尾

107 
80 

14 
14 
13 
12 

8 

原木輸入量（R3）

単位：万トン

厳島港（宮島口地区）

緑地

アクセス道路

新ターミナル
(令和２年２月供用開始)

浮桟橋
(令和２年２月供用開始)

広電 宮島口駅
現駅舎

JR宮島口駅

JR山陽本線
国道２号

広電宮島線

新駅舎

観光客の利便性向上への対応が必要

立体駐車場
(令和５年３月供用開始)

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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課 題

・ コロナ禍でクルーズ客船の寄港減少により地域観光・地域経済
低調

・ 外国船クルーズの寄港増加に向けた取組及びその財源が必要
・ 寄港回数増加のためにはＣＩＱ手続きの迅速化など環境の整備
が必要

クルーズ客船寄港回数の推移

３ 外国船によるクルーズの寄港回復に向けた支援等

寄港増加に向けた誘致活動

（回）

(予定)

CIQ検査の時間短縮

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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令和4年度 令和５年度 令和６年度以降

課 題

４ カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成に向けた協力・支援

○ ＣＯ2発生量の多い鉄鋼業が立地する福山港、自動車関連や産業機械などの多様な製造業が立地する広島港においては、令和４年
12月26日にＣＮＰ形成準備会を開催しており、本年度から協議会を設立し、港湾脱炭素化推進計画の作成に向けて検討を進めていく。
○ 港湾地域の脱炭素化に向けて、港湾脱炭素化推進計画作成に係る協力や財政支援の継続実施に加え、次世代エネルギーの国全
体でのサプライチェーンの最適化に向けた検討等が必要である。

広島港及び福山港ＣＮＰ形成準備会開催

【開催日】 令和４年12月26日（web会議）
【議事概要】 ＣＮＰの概要/今後の進め方/

民間企業の取組照会/意見交換
【民間事業者からの主な意見】

〇準備会設立 〇協議会設立 ～協議会での議論～ 〇計画作成・公表

【広島港構成員】 【福山港構成員】

・ コストや安定供給の観点から、脱炭素化・企業
利益に最も有効な次世代エネルギーを見極める
必要がある。
・ 水素の輸送・供給について、調達先の出荷体制、
輸送方法の検討に加えて大量一括輸送や取扱
拠点化によるコストダウンが課題である。
・ 水素調達について、複数の事業者による共同輸
送も一つの選択肢として検討を行う必要がある。

今後の想定スケジュール

７ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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